
補助金の電子申請化率向上に向けた

Jグランツの新機能追加及び取組について
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これまで

デジタル庁では、2025年度以降の全ての事業者向け補助金申請について、原則電子化を目指

し、事業者や行政機関のJグランツ利用開始を支援する取り組みを進めています

補助金電子化の現状の課題とデジタル庁の取り組み

これから

• 異なる様式ごとに法人名や所在地

など共通項目を何度も入力が必要

• 形式通りに申請いただくための事

務局による細かい事前案内が必要

電子メール・紙
での申請

Jグランツを

使っていても…

申請手続きが

効率化される

事務局（原課）
がJグランツを

活用できる

• 電子申請に不慣れな事業者は申請

方法に悩む

• 事務局（原課）で補助金の申請

フォームをセットアップする際、

機能が多くまた操作方法も複雑な

ため、自力セットアップは困難。

• Jグランツを活用することで、住所

等の共通項目は自動入力され、ま

た、事前にフォームの設定が可能

となるため、事業者の手間が軽減。

• 事業者が申請の手間を軽減できる

よう、行政書士や社労士等による

代理申請の機能を追加予定。

• 簡単に補助金をセットアップでき

るように設定画面を大幅に改善



行政書士等(士業者)の事業者本人以外による補助金申請を可能とします。

補助金のセットアップがより直感的かつ効率的に行えるよう画面デザイン

を改善します。

事業者の口座情報を金融機関と連携し、自動で存在を確認できる機能を追

加します。事務局による通帳のコピーとの目検確認作業が削減されます。

補助金申請データを他システムへ連携できるよう、API・CSVダウンロード

機能を拡充します。

R7年1月末

リリース
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予定しているJグランツの更新内容

補助金セットアップ画面の改善・代理申請のニーズへの対応を進めています

R7年度より

順次対応

代理申請機能

補助金セットアップ

画面の改善

口座存在確認機能

API・CSVダウン

ロード機能の強化

その他にも事務局及び事業者の利便性向上を目的とした機能をリリース予定！

12/18(水)

（大盛況！）
【第１回】
新機能オンライン
説明会

本日12/19(木) 1/14(火) 1/15(水)

（参加受付中）
【第２回】
新機能オンライン
説明会

• 事務局さまお試し
環境リリース

• マニュアル展開

（参加受付中）
【第３回】
新機能オンライン
説明会

• 検証環境リリース

• 本番環境リリース

• マニュアル修正版
リリース

1/29(水) 1/30(木)

関係省庁等連絡会議

2024年 2025年
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補助金の電子申請に親しみの無い事業者を支援いただくため、行政書士会向けにGビズIDの取

得体験会やJグランツを使った代理申請のデモを実施しています（これまで11回開催し、計140名が参加）

GビズIDの取得・代理申請の普及に向けた取り組み（一例）

• 日本行政書士会連合会と今年度26回の打合せを実施し、事業者手続きに関する要望をヒアリング

• R7年4月からの補助金申請シーズンに向け、代理申請を体験するための環境※を提供し、行政書士向け講習会を開

催中※次ページにイメージ記載

• 各省庁の皆さまに対して、Jグランツに関して電子申請に関わる士業等からお問い合わせがあった際には、「R7年1

月末より代理申請機能が利用可能となる」旨をご回答いただきますようお願い申し上げます。

日程 行政書士会（場所）

2024年 8月8日 日本行政書士会連合（虎ノ門）

10月2日 千葉会（千葉市）

10月3日 神奈川会（横浜市）

10月11日 広島・山口会（広島市）

10月21日 東京会（目黒区）

10月28日 富山会（リモート）

11月15日 新潟会（リモート）

11月27日 愛知会（名古屋市）

12月3日 神奈川会（横浜市）

12月4日 鹿児島会（リモート）

12月9日 埼玉会（浦和市）

12月13日 石川会（リモート）

12月19日 岡山会（リモート）

12月中 東京会（目黒区）

12月中 石川会（リモート）

2025年 1月22日 宮崎会（リモート）

1月24日 長野会（リモート）

▼行政書士向け講習会一覧

デジ庁職員行政書士

講習会当日にマイナ
ンバーカードのパス
ワードを忘れた方を
手厚くサポート

▼講習会の様子

• GビズID取得方法の講習会はマンツーマンでサポート
• 講習会のアンケートを元にシステムやマニュアルに反映
• オンライン開催時には、マニュアル画面を共有しながら一歩ずつ説明

デジ庁職員

行政書士
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事業者・代理申請者(士業者等)の皆さまに代理申請を体験いただける練習用補助金を公開

Jグランツ上で代理申請を体験する環境を提供

申請の練習ができる

入力フォーム

練習用補助金の

要綱要領



１．Jグランツの始め方が分からない

⇒毎月オンラインセミナーや個別相談会を開催しております！

※来月は1/15・29(水)14:00~15:00開催予定

２．何とか補助金をセットアップしたが申請を受付けられるか不安

⇒審査担当者が申請フローのリハーサルを行うことができます！

※一部の原課では、審査担当者が申請フローをリハーサルし、本番の審査や問合せに備えています

４．電子申請が初めての事業者にどう案内したら良いか分からない

⇒申請手段の一つとして、行政書士等向けの代理申請機能がリリースされます！

５．Jグランツを使っているが、紙で申請する事業者が多い…

⇒電子申請のインセンティブ(審査の加点・優先順位付け・交付額上乗せ等)の導入をご検討ください！
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電子申請化率向上に向けたJグランツ活用に向けた取組

３．補助金・助成金以外も電子申請で受け付けたい

⇒地方公共団体を補助対象とする補助金(交付金等)の掲載も可能です！

６．Jグランツの便利な機能や導入の成功事例を知りたい

⇒ノウハウを共有いただくため、デジタル庁にて他省庁との交流会の開催・Slackチャンネルの開設を

予定しております！

よくお寄せいただくお問い合わせに対応し、Jグランツでは以下のような対応を想定しています。



▼補助金申請の電子化を推奨する対象の前提（事業者）

⚫ 最終受益者が事業者（個人事業主、法人）である 

⚫ 採択件数が100件以上である

⚫ 審査経路に地方公共団体を含まない 

⚫ 現在電子申請に対応しておらず、電子メールまたは紙のみ申請に対応

⚫ R5年度末までに廃止されておらず、現存している
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2025年度以降、事業者向け補助金の電子申請対応を原則とする方針が重点計画で示されております。Jグランツを活用することで業務

負荷低減が見込まれるため、来年度の補助金申請での積極的な活用をご検討ください。なお、地方分権改革会議からの提案においては

地方公共団体向けの補助金等も確認ができるように求められているため、積極的なJグランツへの掲載をご検討ください。

Jグランツの活用をご検討いただきたい補助金について

▼地方分権改革会議提案募集検討専門部会より再検討に向けたコメント

21 13

3 6 2

1

▼前提条件に当てはまる各省庁の補助金種類数

補
助
金
種
類
数

R6年5月より実施した事業者向け行政手続システム整備に向けた調査より抜粋

1

22 21

11

▼デジタル社会の実現に向けた重点計画(令和6年6月21日)

▼補助金申請の電子化を推奨する対象の前提（地方公共団体）

⚫ 交付先が都道府県である  

⚫ 現在電子申請に対応しておらず、電子メールまたは紙のみ申請に対応

⚫ R5年度末までに廃止されておらず、現存している

▼地方分権より優先的に掲載を求められている地方公共団体向け補助金

〇デジタル田園都市国家構想交付金（内閣官房、内閣府）

〇過疎地域持続的発展支援交付金（総務省）

〇農山漁村振興交付金（農林水産省）

〇地域公共交通確保維持改善事業費補助金（国土交通省）

8
3
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【凡例】
紙
電子メール

https://www.digital.go.jp/policies/priority-policy-program/#document
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